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消
防
本
部
２
階

会
議
室
で
５
日

に
、
宇
城
広
域
連

合
消
防
本
部
職
員

意
見
発
表
会
が
開

催
さ
れ
た
。今
回
、

５
名
（
植
田
消
防

士
、藤
村
消
防
士
、

林
田
消
防
士
、
松

本
消
防
士
、
吉
田

消
防
士
）
の
発
表

者
が
出
場
。火
災
・

救
助
・
救
急
現
場

等
で
、
様
々
な
経

　去る１月１２日から２月２６日まで消防

大学校に入校しました。 入校に際し

ましては、 皆様には格別のご高配や

ご厚誼を賜り感謝申し上げます。 消

防大学での研修は座学 ・ 視察 ・ 訓練

等があり充実した内容でありました。

講義は消防大学の教授は勿論、 大学

教授や弁護士、 シンクタンクの専門

家、 消防庁次長、 課長、 専門官な

ど消防大学にふさわしいスタッフで、

分かり易い講義を受けることが出来

ました。 　また、 自分が入校する前

の考え方が講義や訓練を受けるうち

に矯正されたことが一番の収穫であ

るような気がします。 消防組織法第

１条の消防の任務を何時も考えなが

ら、 リスクマネージメントとクライシス

マネージメントを構築していくことが

大切であることに気が付かされまし

た。 この研修で得られましたことや、

段ボール箱２個分の本や資料を見な

がら、 ポートフォリオの消防の問題点

を消防大学で交流を深めた７７名の仲

間たちと連絡を取りながら生かして、

今後の残された消防人生に生かして

いければと思います。

総合点検の部
　　優　勝　第四分団
　　準優勝　第三分団
　　第三位　第一分団
通常点検の部
　　優　勝　女性消防隊
　　準優勝　第四分団
　　第三位　第一分団
放水競技の部
　　優　勝　第五分団第二部　馬場班
　　準優勝　第二分団第二部　三和 ・栗崎班
　　第三位　第三分団第二部　今坂班
操法大会
　(ポンプ車の部 )
　　優　勝　第一分団第一部　畝野班
　(小型ポンプの部 )
　　優　勝　第一分団第一部　遠野班

　

黄
砂
が
舞
う
寒
風
の

中
、
下
益
城
郡
美
里
町

の
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

で
３
月
18
日
に
、
美
里

町
消
防
団
の
消
防
点
検

が
実
施
さ
れ
た
。
式
典

終
了
後
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
か
ら
消
防
団
員
ま

で
通
常
点
検
が
実
施

さ
れ
、
そ
の
後
、
昨

年
10
月
22
日
に
行
わ
れ

た
第
19
回
全
国
女
性
消

防
操
法
大
会
で
、
準
優

勝
を
果
た
し
た
美
里
町

女
性
消
防
隊
に
よ
る
軽

可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
展

　

こ
の
度
、
4
月
1
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
消

防
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
職
責
を
重
く
受
け
止

め
、
使
命
達
成
の
た
め
職
員
皆
様
の
ご
協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
重
責
を
全
う
す
る
た
め
最
善
の

努
力
を
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
来
の
世
界
的
不
況
の
影
響
に
よ

り
、
国
・
地
方
も
、
よ
り
一
段
と
厳
し
い
財
政

状
況
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
消
防
は
、
予
算
の

大
部
分
を
構
成
市
町
の
負
担
金
で
賄
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

も
、
住
民
生
活
の
基
礎
で
あ
る
安
心
・
安
全
の

確
保
の
た
め
、
多
様
化
す
る
消
防
需
要
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

職
員
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
更
な
る
能
力
の
向

上
と
創
意
工
夫
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
に
、「
明
る
い
・
元
気

の
あ
る
職
場
・
組
織
作
り
」
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
消
防
資
機
材
等
の
充

実
が
い
く
ら
図
ら
れ
て
も
、
そ

れ
を
使
う
の
は
人
で
あ
り
、
特

に
消
防
に
は
、
お
互
い
の
信
頼

関
係
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

第
二
に
「
先
輩
か
ら
後
輩
へ

の
貴
重
な
知
恵
袋
の
伝
承
体

制
」
の
構
築
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
、
大
量
退
職
時
代

到
来
の
中
、
消
防
力
の
低
下
を

招
か
ぬ
よ
う
、
今
ま
で
以
上
に

先
輩
か
ら
後
輩
に
現
場
活
動
の

コ
ツ
や
価
値
あ
る
経
験
を
伝
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
テ
ラ
ン

隊
員
と
若
い
隊
員
と
の
意
思
疎

通
が
図
ら
れ
、
そ
の
価
値
あ
る

経
験
則
が
組
織
の
財
産
と
な
り

精
強
な
プ
ロ
の
消
防
士
を
育
て

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
現

場
で
の
技
術
力
、
安
全
対
策
の

低
下
を
招
か
な
い
体
制
づ
く
り

が
急
務
だ
と
考
え
ま
す
。

　

第
三
に
、「
市
町
及
び
消
防

団
と
の
信
頼
・
連
携
の
強
化
」

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
現

験
か
ら
感
じ
た

こ
と
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
・

仕
事
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
発

表
し
た
。

　

厳
正
な
審
査

示
、
そ
し
て
前

週
に
行
わ
れ
て

た
、
操
法
大
会

優
勝
の
遠
野
班

が
小
型
ポ
ン
プ

操
法
を
、
そ
し

て
畝
野
班
が
ポ

ン
プ
車
操
法
を

披
露
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
会

場
を
砥
用
ド
ー

ム（
北
側
道
路
）

に
移
し
、
放
水

競
技
が
行
わ
れ

た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
。

の
結
果
、「
大
切
な
人
を

守
る
た
め
の
防
災
意
識
」

を
表
現
豊
か
に
発
表
し

た
、
本
部
予
防
課
予
防
係

の
吉
田
章
弘
消
防
士
が
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

今
回
出
場
し
た
職
員
５

名
、
す
べ
て
感
慨
深
く
素

晴
ら
し
い
発
表
内
容
で

あ
っ
た
。

　

な
お
、吉
田
消
防
士
は
、

４
月
14
日
（
水
）
に
上
益

城
郡
御
船
町
「
御
船
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
行

わ
れ
る
、
第
33
回
熊
本
県

消
防
職
員
意
見
発
表
会
に

出
場
す
る
。

し
、
視
界
が
良
好
な
プ
ー

ル
で
基
本
の
見
直
し
及

び
、
検
索
法
の
再
確
認
を

行
う
た
め
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
訓
練
は
、

ジ
ャ
ム
ス
テ
ッ
ク(

海
洋

研
究
開
発
機
構)

の
潜
水

技
術
研
修
を
受
講
し
て
い

る
甲
田
士
長
が
指
揮
を
執

り
、
器
具
点
検
・
着
装
要

領
・
潜
水
時
の
注
意
点
な

ど
を
再
確
認
し
、
潜
水
の

基
礎
か
ら
訓
練
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
水
面
泳
法
、

高
さ
３
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
エ

ン
ト
リ
ー
や
２
班
に
分
か
れ

て
ジ
ャ
ッ
ク
ス
テ
ィ
検
索
訓

練
等
を
２
日
に
わ
た
っ
て
実

施
し
た
。

　

実
際
の
災
害
時
、
管
内
の

海
は
、
視
界
が
良
く
て
１

メ
ー
ト
ル
程
度
。
こ
の
よ
う

な
、
視
界
が
良
く
、
深
さ
が

あ
る
施
設
で
訓
練
を
行
い
基

本
を
再
確
認
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
ほ
し
い
。

場
活
動
に
は
「
消
防
団
と
の
連

携
」
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
備
消

防
、
非
常
備
消
防
そ
れ
に
構
成

市
町
を
含
め
た
相
互
信
頼
の
構

築
に
努
め
併
せ
て
行
政
と
消
防

が
一
体
と
な
っ
た
防
災
体
制
の

必
要
性
を
考
え
ま
す
。

　

第
四
に
、「
就
寝
施
設
の
防

火
指
導
の
強
化
」
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
依
然
と
し
て
多

い
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
た
め
、
指
導
徹
底
や
住
宅

防
火
対
策
の
推
進
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
４
月

の
法
改
正
を
ふ
ま
え
、
特
に
社

会
福
祉
施
設
等
で
自
力
避
難
が

困
難
な
方
が
入
居
す
る
施
設
に

は
、
防
火
指
導
・
改
善
指
導
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
併
せ
て
増
加
す

る
救
急
・
救
助
体
制
の
強
化
も

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
職

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族

の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
挨

拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

福
岡
市
博
多
区

の
ア
ク
シ
オ
ン
福

岡
で
３
月
10
・
11

日
、潜
水
隊
の「
水

難
救
助
訓
練
」
が

実
施
さ
れ
た
。
消

防
1
課
所
属
の
潜

水
隊
を
中
心
に
12

人
の
隊
員
が
参
加

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、

冬
場
に
お
け
る
水

難
救
助
を
想
定

岡難実防水人し冬

消防大学校に入校して 宇城消防新体制始動 !!宇城消防新体制始動 !!

日
々
の
熱
き
思
い
を
語
る

日
々
の
熱
き
思
い
を
語
る

宇
城
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　

職
員
意
見
発
表
会

美里町消防点検開催
潜水技術のスキルアップ潜水技術のスキルアップ

ポ
ン
プ
車
操
法

　
　
　
　

畝
野
班

小型ポンプ操法
　　　　　遠野班

軽可搬ポンプ操法
　　女性消防隊

訓
練
内
容
を
確
認
す
る
潜
水
隊
員
た
ち

県大会出場を決めた吉田消防士

新消防長

橘 忠義　消防監

消
防
長
就
任
挨
拶

カントリーパークに集結する美里町消防団

警防課警防係長

山本安弘　消防司令補
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誕生
　おめでとうございますお

誕生
　おめでとうございます

北消防署 2課

 村﨑 透　消防士

蓮（れん）くん　

11 月 27 日生れ

　

昭
和
44
年
4
月
、
消
防
学
校
に

入
校
し
た
日
か
ら
、
40
年
間
を
過

ご
し
た
消
防
人
生
も
別
れ
の
時
が

　

昭
和
47
年
6
月
、
宇
土
市
消

防
本
部
入
署
以
来
37
年
10
ケ
月
と

い
う
長
い
間
、
大
過
な
く
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
一
重

に
職
員
の
皆
様
、
各
市
町
職
員
、

消
防
関
係
者
の
ご
指
導
ご
支
援
の

賜
と
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
入
署
当
時
は
職
員
皆
が
若
く
、

各
種
訓
練
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会

に
出
場
し
汗
を
流
し
た
の
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

退
職
後
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
宇
城
広
域
連
合
消

防
本
部
の
限
り
な
い
ご
発
展
と
、

職
員
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

熊
本
市
内
の
会
社
に
勤
め
て
い

る
時
、
熊
本
市
消
防
局
に
コ
ピ
ー

機
の
修
理
依
頼
が
あ
り
、
私
が
行

き
ま
し
た
。
帰
り
際
ふ
と
掲
示
板

を
見
る
と
、
京
都
市
消
防
局
採
用

試
験
が
あ
る
事
を
知
り
、
さ
っ
そ

く
受
験
し
て
み
ま
し
た
。
合
格
し

昭
和
45
年
10
月
京
都
消
防
学
校
に

長
髪
を
バ
ッ
サ
リ
切
り
入
校
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
３
年
程
、
京
都

市
左
京
区
の
消
防
署
で
勤
務
し
、

昭
和
48
年
宇
土
市
消
防
署
に
入

署
、
昭
和
49
年
４
月
宇
土
市
を
母

体
と
し
た
宇
城
広
域
消
防
本
部
に

編
成
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
消
防
に
入
り
約
40
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
目
を
閉

じ
れ
ば
色
々
な
こ
と
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
ド
ア
が
付
い
て
い
な
い

消
防
自
動
車
の
時
代
、
寒
い
冬
火

災
現
場
に
出
動
し
、
到
着
時
、
手

足
が
思
う
よ
う
動
か
な
か
っ
た

事
、
救
助
現
場
で
は
、
今
ほ
ど
機

　

こ
の
た
び
4
月
1
日
付
で
、

宇
城
広
域
連
合
事
務
局
へ
異
動
と

な
り
ま
し
た
。
宇
城
広
域
連
合
消

　

高
度
成
長
期
の
終
わ
り
の
頃
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
な
ど
言
わ
れ
だ

し
た
昭
和
45
年
、
消
防
人
と
し
て

夢
を
抱
き
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
未
熟
な
夢
は
す
ぐ
に
砕
か

れ
、
汚
染
や
混
迷
の
世
情
と
同
じ

く
暗
中
模
索
の
日
々
で
あ
り
、
自

分
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
消
防
人
と
し
て
地

域
住
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
気

高
い
職
の
重
み
は
見
失
わ
ず
、
精

進
し
て
く
る
こ
と
が
出
来
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。「
悩
み
や
苦
し

み
は
、
心
の
磨
ぎ
石
と
な
る
」
の

言
葉
通
り
、
今
ま
で
の
出
来
事
や

こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
周
り
の
人
す

べ
て
が
自
分
に
と
っ
て
は
、
師
で

あ
り
、
感
謝
し
、
穏
や
か
な
気
持

ち
で
40
年
の
消
防
人
生
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
今
ま
で
の
良
き
思
い
出

と
と
も
に
、
し
ば
ら
く
休
養
し
充

電
し
た
後
、
新
境
地
に
挑
戦
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
火
災
や
そ
の
他
の
災
害

も
益
々
危
険
度
を
増
し
、
消
防
責

務
も
一
段
と
重
要
視
さ
れ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
人
命
の
安
全
を

第
一
義
と
し
て
、
更
な
る
消
防
技

術
と
知
識
の
練
磨
に
励
ま
れ
、
新

た
な
る
消
防
の
創
造
を
目
指
し
て

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。
長
い
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

3
月
31
日
を
以
て
、
無
事
退

職
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

49
年
４
月
か
ら
の
広
域
消
防
と
同

時
に
私
の
消
防
人
生
も
ス
タ
ー
ト

を
切
り
、
そ
れ
か
ら
35
年
間
と
い

う
長
い
間
、
大
過
な
く
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
一
重
に

職
員
の
皆
様
、
消
防
関
係
者
の
ご

指
導
ご
支
援
の
賜
と
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
３
か
月
の
初

任
科
終
了
後
、
本
署
に
配
属
さ
れ

同
年
代
の
職
員
た
ち
と
、が
む
し
ゃ

ら
に
訓
練
に
勤
し
ん
だ
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
消
防
人

生
35
年
の
う
ち
13
年
を
通
信
指
令

課
で
勤
務
し
、
平
成
５
年
３
月
に

「
消
防
緊
急
通
信
指
令
室
II
型
」
が

設
置
さ
れ
、
通
信
業
務
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
通
信
指

令
課
発
足
時
に
尽
力
す
る
事
が
で

き
た
こ
と
は
、
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
消
防
本

部
の
発
展
と
、
職
員
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
長
い
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
事
こ
の
程
、
3
月
31
日
を

も
ち
ま
し
て
、
退
職
い
た
し
ま
す

が
、
在
職
中
皆
様
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
５
月
１
日
、
宇
城
消

防
本
部
に
採
用
さ
れ
早
や
35
年

11
ヶ
月
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
各
分
署
の
諸
先
輩
の
皆

様
、
ま
た
同
僚
の
皆
様
に
は
一
方

な
ら
ぬ
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
配
属
さ
れ
た
分
署
で
は
、日
々

の
業
務
や
火
災
現
場
で
の
消
火
活

動
、
予
防
活
動
、
ま
た
救
急
患
者

の
搬
送
な
ど
一
生
懸
命
実
践
し
て

き
ま
し
た
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

３
年
前
豊
野
分
署
で
突
然
意
識
不

明
で
倒
れ
た
際
、
署
員
の
皆
様
の

迅
速
な
救
命
処
置
で
一
命
を
取
り

と
め
ま
し
た
。
そ
の
後
懸
命
の
リ

ハ
ビ
リ
を
続
け
、
今
日
の
定
年
退

職
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
多
く
の
方
々
の
温
か
い
励

ま
し
や
ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
3
月
31
日
を
も
っ
て

定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
43
年
宇
土
市
消
防
本

部
に
採
用
さ
れ
、
今
日
ま
で
消
防
の

職
一
筋
に
人
生
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
最
後
の
１
年
を
消
防

長
と
し
て
重
責
を
全
う
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
職

員
の
皆
様
、
消
防
関
係
者
の
ご
指
導

ご
協
力
の
お
陰
だ
と
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
時
、
災
害
活
動
と
し
て

は
、
平
成
11
年
９
月
の
松
合
高
潮
災

害
で
12
名
の
方
が
亡
く
な
っ
た
現

場
の
様
を
思
い
出
す
と
同
時
に
、
防

災
担
当
者
と
し
て
、
無
知
・
無
力
の

消
防
で
あ
っ
た
こ
と
を
身
を
も
っ

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
消
防
生
活
の
ほ
ぼ
半

分
を
本
部
に
籍
を
置
き
、
防
災
事
務

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
防
災
に
対

す
る
意
識
の
転
換
を
求
め
ら
れ
た

の
が
、
平
成
7
年
１
月
の
阪
神
淡
路

大
震
災
と
松
合
高
潮
災
害
か
ら
の

教
訓
で
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
宇
城
広
域

連
合
消
防
本
部
が
地
域
住
民
か
ら

更
に
信
頼
と
期
待
を
受
け
、
よ
り
以

上
に
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
望
む

者
と
し
て
、防
災
を
担
う
職
員
は「
明

日
は
我
が
身
」
の
気
持
ち
で
過
去
の

災
害
を
身
近
な
災
害
と
し
て
、
地
域

住
民
に
更
な
る
実
践
的
広
報
啓
発

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と
な
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
宇
城
広

域
連
合
消
防
本
部
の
限
り
な
い
発

展
と
職
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
、
ご
健

勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て

退
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。
本
当
に
長

い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

材
も
豊
富
で
な
く
、
本
当
に
こ
の

機
材
で
こ
の
人
を
助
け
だ
す
事
が

出
来
る
だ
ろ
う
か
、
な
ど
昨
日
の

よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

今
、
消
防
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
消
防
広
域
再
編

の
波
が
押
し
寄
せ
て
来
て
い
ま

す
。
再
編
さ
れ
て
も
他
の
消
防
本

部
の
方
々
と
も
、
厳
し
い
中
に
も

思
い
や
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
行

か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

来
ま
し
た
。

　

職
務
を
全
う
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
職
員
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご

協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
思
い
出
す
に
は
、
初
任

科
を
卒
業
し
た
、
10
月
の
網
田
中

学
校
火
災
で
消
防
長
の
殉
職
に
立

ち
あ
っ
た
こ
と
、
11
月
に
は
32
棟

を
全
半
焼
し
た
網
田
町
戸
口
の
大

火
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
49
年
4
月
に
発
足
し
た
、

宇
城
広
域
消
防
も
平
成
19
年
4
月

か
ら
広
域
連
合
に
様
変
わ
り
し
、

消
防
広
域
再
編
、
デ
ジ
タ
ル
化
等

の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
宇
城
広
域
連
合
消
防

本
部
が
、
今
後
益
々
発
展
し
ま

す
事
と
、
職
員
皆
様
方
の
活
躍

と
ご
多
幸
お
祈
り
し
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
消
防

団
、
市
町
の
消
防
関
係
者
の
み

な
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
紙
面
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
49
年
に
採
用
、

消
防
士
を
拝
命
し
て
宇
城
消
防
署

中
分
署
勤
務
を
振
り
出
し
に
宇
城

管
内
各
地
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
皆
様
か
ら
公
私
に
わ

た
り
温
か
い
ご
指
導
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
私
の
消
防
人
生
の
根
幹

と
な
る
時
を
過
ご
し
て
本
日
を
迎

え
る
事
と
な
り
、
改
め
ま
し
て
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
皆
様
方
か
ら
賜

り
ま
し
た
ご
恩
を
終
生
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
有
意
義
な
人
生
を
送
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
申
し
あ

げ
ま
し
て
、
感
謝
と
退
職
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

防
本
部
在
任
中
は
公
私
に
わ
た
り

お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
15
年

年
間
大
過
な
く
勤
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
ひ
と
え
に
皆
様
の

ご
厚
情
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
新
任
地
に
お
き

ま
し
て
も
、
今
ま
で
以
上
に
業
務

に
精
励
し
、
宇
城
広
域
連
合
消
防

本
部
の
職
員
（
消
防
吏
員
）
だ
っ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
ま
た
、

消
防
本
部
の
名
を
汚
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
精
一
杯
、
努
力
す
る

つ
も
り
で
す
。
慣
れ
な
い
業
務
に

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
場
は
離
れ
ま
す
が
、
同
じ
組
織

で
も
あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も

ち
ょ
く
ち
ょ
く
顔
を
出
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
、
お
付
き
合
い
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今月からこのコーナーを担当すことになりました
Ｎ ・ Ｙと申します。 第１回目の今回は、 友人からい
ただいた心に残る詩を紹介したいと思います。
「 しあわせ八変化」
自分が変われば　相手が変わる
相手が変われば　心が変わる
心が変われば　言葉が変わる
言葉が変われば　態度が変わる
態度が変われば　習慣が変わる
習慣が変われば　運が変わる
運が変われば　人生が変わる
我々は、 日頃の習慣の中において、 学歴や個人
の能力 ・ 才能などで、 人を見下げたり馬鹿にし
てしまいがちです。 今一度初心に返り相手の気
持ちを思いやる優しさを備えた消防人であるよ
う、 それぞれに人格を磨き能力を高め、 自己の
充実に努めていきたいと思います。

　

昨
年
５
月
か
ら
約
１
年

間
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
ᷞ

今
月
号
で
私
の
最
後
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
ᷟ
歴
代

の
偉
大
な
広
報
マ
ン
達
の

名
を
汚
さ
ぬ
よ
う
ᷞ
基
本

的
に
文
才
の
な
い
私
が
こ

こ
ま
で
や
ḉ
て
こ
れ
た
の

も
ᷞ
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
が
ᷞ

あ
ḉ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
ᷟ
ま
た
ᷞ
本
部
を

経
験
し
ᷞ
現
場
と
本
部
と

が
お
互
い
が
サ
ポ
ー
ト
し

合
ḉ
て
行
か
な
い
と
ᷞ
消
防

は
成
り
立
ḉ
て
い
か
な
い
と

い
う
事
を
実
感
し
ま
し
た
ᷟ

現
場
に
戻
り
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
ḉ

て
い
ま
す
ᷟ
ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ᷟ

思い愛（あい）思い愛（あい）

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

退
職
者
挨
拶

退
職
者
挨
拶

宇
城
広
域
連
合
事
務
局
へ
転
任

　　今月の災害統計 （累計）

火　災 救　急 救　助
H 2 2 . 3 . 3 1 現 在 １８ １，６４８ ３５
昨 年 同 期 １９ １，５６１ ３１
増 減 数 －１ ＋８７ ＋３５

　４月の行事
日 曜 行　事 場　所 時　間

1 木 就任式・辞令交付式 消防本部 08:30 ～
8 木 熊本県消防長会臨時会 熊本県消防学校 10:00 ～
〃 〃 初任科第 53 期生入校式 〃 11:00 ～ 11:50
13 火 熊本県消防長会春季総会 山都町 14:00 ～ 17:00
14 水 熊本県消防職員意見発表会 御船ｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ 10:00 ～ 13:00
21 水 所属長会議 消防本部 08:45 ～
23 金 宇城消防救助技術大会 南消防署 09:00 ～
26 月 宇城広域消防連絡協議会 消防本部 16:00 ～

園田幸二
前北消防署長

芥川　泉
前北消防署副署長

稲葉伸二
前南消防署長

吉田博文
元消防司令補

坂本　学
前南消防署副署長

中山孝巳
前北消防署消防課長

河野富寛
前消防長

坂本博幸
元消防司令

橋本孝博
前予防課長補佐


